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ＪＲ産業に集う 
すべての仲間の 
ＪＲ連合への 
総結集を！！ 
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２０２４年５月２４日 日本鉄道労働組合連合会 
 

～第５回雇用の分野における女性活躍推進に関する検討会～ 

 

厚生労働省が本年２月から開催している「雇用の分野における女

性活躍推進に関する検討会」では、労働者が直面している様々なハ

ラスメントに関する現状について、いくつかの団体へのヒアリング

がおこなわれている。４月 12 日と 26 日に開催された検討会では、

カスタマーハラスメント（カスハラ）に関する実態が調査されるこ

ととなり、労働者の立場から、連合を通じてＵＡゼンセンとともに

ＪＲ連合に実態を報告する機会が与えられた。 

26日の第５回検討会には、ＪＲ連合から政所大祐事務局長と宮野勇馬企画局長が出席し、ＪＲ連

合に所属する組合員が受けている様々なカスハラに関する現状を訴えるとともに、カスハラを撲滅

するために必要な施策を講じるよう強く要請を行った。 
 

検討会開催当日は、中央労働委員会の会議室に検討会が指名した有識者６名と、厚生労働省雇用環

境・均等局長をはじめ同局雇用機会均等課長、同課ハラスメント防止対策室長など多くの関係者が集

まった。また、ヒアリングの対象団体としてＪＲ連合のほか、使用者を代表して一般社団法人日本民

営鉄道協会、消費者を代表して公益社団法⼈⽇本消費⽣活アドバイザー・コンサルタント・相談員協

会の代表者が集められた。 

今回のヒアリングの機会に先立ち、ＪＲ連合は、加盟単組などに対して、カスハラ現状や課題、具

体的な事案などについて報告を求めるとともに、意見を交わした。鉄道の駅員や乗務員のほか、ホテ

ルやコンビニ、百貨店などで働く仲間が直面している多くの事例が集められた。また、日頃から労働

組合と会社との間で多くの交渉や協議が行わ

れ、警察との連携や、カスハラに対する基本

方針の策定など、解決に向けた多くの取り組

みがなされていることが分かった。一方、カ

スハラの中には悪質なものも多く、特に乗務

員に対するつきまとい事象や、無断で撮影し

た動画のＳＮＳへの投稿など、労働組合と会

社の取り組みだけでは解決できない多くの課

題があることも分かった。ヒアリング当日は、

そうした現状と課題について伝えるととも

に、世間や利用者への啓発を含めた世論形成

が何より必要であることを出席者へ強く訴え

た。 

今回のヒアリングで用いられた資料は、厚

生労働省のホームページに公開されており、

後日それを基にマスコミで取り上げられるな

ど、多くの反響があった。これからもＪＲ連

合は、職場の課題解決や働きやすい労働環境

の実現に向け、加盟各単組と連携しながら、

連合や交運労協をはじめ関係各方面との連携

を強化し、世間に対して訴えていく。 当日の発表資料（抜粋） 

検討会に出席するＪＲ連合（奥右） 


